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「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
は
、
権
力
や
立
場
な
ど
の
優

越
性
を
背
景
に
し
た
い
じ
め
や

嫌
が
ら
せ
を
指
し
ま
す
。
労
働

施
策
総
合
推
進
法
は
か
つ
て

「
雇
用
対
策
法
」
と
い
う
名
称

で
、
「
国
」
や
「
企
業
」
の
視

点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
労
働
力

を
確
保
す
る
か
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
時

代
の
変
化
で
「
自
分
ら
し
い
生

き
方
」
、「
多
様
な
働
き
方
」
等

が
叫
ば
れ
る
に
つ
れ
、
法
律
の

視
点
は
徐
々
に
「
働
く
人
」
の

方
に
シ
フ
ト
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
「
パ
ワ

ハ
ラ
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
法

律
上
の
明
確
な
定
義
が
な
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
１
９
年
６
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
」

で
は
、
①
職
場
に
お
け
る
パ
ワ

ハ
ラ
が
法
律
で
定
義
さ
れ
た
、

②
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
が「
国
」

と
「
企
業
」
に
義
務
づ
け
ら
れ

２
０
２
２
年
４
月
よ
り
実
施
義

務
規
定
と
な
っ
た
、
③
パ
ワ
ハ

ラ
行
為
が
明
る
み
に
出
た
企
業

は
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
社
会
的
な

糾
弾
を
受
け
る
―
―
こ
の
こ
と

は
学
校
に
と
っ
て
パ
ワ
ハ
ラ
が

極
め
て
大
き
な
リ
ス
ク
要
因
に

な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

■
パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義

条
文
で
は
以
下
の
要
素
を

「
す
べ
て
満
た
す
も
の
」が
職
場

に
お
け
る
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。

①
職
場
に
お
い
て
、
②
優
越

的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動

で
あ
っ
て
、
③
業
務
上
必
要
か

つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の

に
よ
り
、
④
労
働
者
の
就
業
環

境
を
害
す
る
こ
と
（
身
体
的
・

も
し
く
は
精
神
的
な
苦
痛
を
与

え
る
こ
と
）
。

①
「
職
場
」
と
は
、
業
務
を

挙
行
す
る
場
所
で
あ
れ
ば
職
場

の
外
で
も
該
当
し
ま
す
、②「
優

越
的
な
関
係
」
と
は
、
管
理
職

と
部
下
な
ど
、
指
示
や
命
令
を

聞
か
ざ
る
を
得
な
い
関
係
（
例

外
で
部
下
か
ら
上
司
へ
の
パ
ワ

ハ
ラ
も
あ
り
う
る
）
、
③
ミ
ス

を
し
た
部
下
の
人
格
を
否
定
す

る
よ
う
な
言
葉
は
明
ら
か
に
必

要
の
な
い
言
動
で
す
、
④
業
績

が
低
迷
す
る
部
下
に
そ
の
原
因

を
問
う
の
は
業
務
指
導
の
一
環

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
同

じ
セ
リ
フ
を
大
声
で
怒
鳴
り
つ

け
る
よ
う
に
何
度
も
言
う
こ
と

は
「
労
働
者
の
就
業
環
境
」
を

害
す
る
も
の
だ
と
判
断
さ
れ
て

も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
６
つ
の
類
型

「
身
体
的
な
攻
撃
」
＝
暴
行

・
障
害
／
「
精
神
的
な
攻
撃
」

＝
脅
迫
・
名
誉
棄
損
・
侮
辱
・

ひ
ど
い
暴
言
／
「
人
間
関
係
か

ら
の
切
り
離
し
」
＝
隔
離
・
仲

間
外
し
・
無
視
／
「
過
大
な
要

求
」
＝
業
務
上
明
ら
か
に
不
要

な
こ
と
や
遂
行
不
能
な
量
の
強

制
・
仕
事
の
妨
害
／
「
過
小
な

要
求
」
＝
業
務
上
の
合
理
な
く

能
力
や
経
験
と
か
け
離
れ
た
程

度
の
低
い
仕
事
を
命
じ
る
こ
と

・
仕
事
を
与
え
な
い
こ
と
／

「
個
の
侵
害
」
＝
私
的
な
こ
と

に
過
度
に
立
ち
入
る
こ
と

パ
ワ
ハ
ラ
の
起
こ
り
や
す
い

職
場
に
は
、
①
管
理
職
と
部
下

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少

な
い
職
場
、
②
失
敗
が
許
さ
れ

な
い
・
失
敗
へ
の
許
容
範
囲
が

低
い
職
場
、
③
残
業
が
多
い
・

休
み
が
取
り
に
く
い
職
場
な
ど

の
共
通
点
が
有
る
よ
う
で
す
。

■
防
止
の
た
め
に

パ
ワ
ハ
ラ
を
防
止
す
る
た
め

に
管
理
職
は
、
部
下
の
コ
ー
チ

的
存
在
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
特
に
管
理
職
が
自
分
の
経

験
や
価
値
観
を
押
し
付
け
な
い

こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
「
情
報
提
供
」
を
行

い
、
相
手
に
解
決
策
に
関
す
る

自
己
決
定
を
促
す
こ
と
で
す
。

厳
し
い
指
導
が
、
と
き
に
部

下
の
成
長
を
促
す
こ
と
は
否
定

し
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
心
を
病

ん
だ
り
退
職
し
た
人
も
い
た
は

ず
で
す
。
人
材
が
豊
富
だ
っ
た

時
代
に
は
あ
ま
り
問
題
視
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。
今

日
で
は
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
を
最
も

恐
れ
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ

「
ど
う
や
っ
て
部
下
に
接
す
れ

ば
い
い
の
か
」
に
悩
む
管
理
職

側
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
た
め
に

は
、
職
場
で
の
役
割
に
上
下
関

係
が
あ
る
と
は
い
え
、
①
相
手

の
立
場
や
人
格
を
尊
重
す
る
こ

と
、
②
相
手
を
パ
ー
ト
ナ
ー
だ

と
考
え
る
こ
と
、
こ
の
２
つ
を

大
切
に
し
て
管
理
職
が
先
頭
に

立
ち
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
の

で
き
る
職
場
環
境
作
り
を
目
指

し
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で

す
。※

（
資
料
出
所
）
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ワ
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筆
者
＝
土
井
一
博
（
ど
い
・

か
ず
ひ
ろ
）
順
天
堂
大
学
客
員

教
授

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
の
臨
時
休
業
に
よ
る
学
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、

文
部
科
学
省
が
３
月
末
に
公
表
し
た
２
０
２
１
年
度
「
経
年
変
化
分
析
調
査
」
の

結
果
に
よ
る
と
、
前
回
調
査
と
比
較
し
て
学
力
の
低
下
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
国
語
で
は
小
・
中
学
校
共
平
均
点
は
前
回
と
同
様
。
小
学

校
・
算
数
と
中
学
校
・
数
学
で
は
平
均
点
が
や
や
上
回
っ
た
が
、
同
省
は
次
回
以

降
の
結
果
を
合
わ
せ
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

調
査
は
昨
年
６
月
、
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
別

に
抽
出
し
た
小
学
校
６
０
０

校
の
６
年
生
、
中
学
校
７
４

９
校
の
３
年
生
が
対
象
で
小

学
校
５
年
生
、
中
学
校
２
年

生
時
ま
で
の
学
習
内
容
が
出

題
範
囲
。
国
語
、
算
数
・
数

学
の
い
ず
れ
か
１
教
科
に
加

え
、
中
学
校
は
今
回
か
ら
英

語
が
加
わ
っ
た
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ

の
習
熟
度
レ
ベ
ル
を
参
考

に
、
問
題
の
難
易
度
か
ら
算

出
し
た
「
学
力
ス
コ
ア
」
の

平
均
を
、
前
回
調
査
（
２
０

１
６
年
度
）
と
の
比
較
で
学

力
変
化
を
観
察
し
た
。

小
学
校
国
語
は
平
均
が
５

０
５
・
８
で
、
前
回
も
同
値

だ
っ
た
。
ま
た
中
学
校
国
語

は
平
均
５
１
１
・
７
で
、
前

回
（
５
０
８
・
６
）
を
わ
ず

か
に
上
回
っ
た
。
小
学
校
算

数
は
平
均
５
０
７
・
２
で
前

回
５
０
２
・
０
を
若
干
上
回

っ
た
。
同
様
に
中
学
校
・
数

学
は
５
１
１
・
０
で
、
前
回

（
５
０
２
・
０
）
よ
り
９
㌽

上
回
っ
た
。

小
学
校
算
数
、
中
学
校
国

語
、
同
数
学
は
い
ず
れ
も
学

力
ス
コ
ア
が
前
回
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

同
省
は
「
若
干
学
力
が
向
上

し
て
い
る
と
も
解
釈
し
う
る

が
、
次
回
（
２
０
２
４
年
度

予
定
）
以
降
の
結
果
も
合
わ

せ
て
分
析
す
る
こ
と
が
必

要
」
と
説
明
し
て
い
る
。

中
学
生
の
家
庭
で
は

１６
％
が
塾
・
習
い
事

同
時
期
の
保
護
者
調
査
で

は
コ
ロ
ナ
禍
の
臨
時
休
業
中

の
家
庭
状
況
を
た
ず
ね
て
い

る
。
「
学
校
の
勉
強
を
手
伝

っ
た
」
の
は
、
小
学
校
で
は

「
数
回
」（
３２
・
３
％
）、「
週
に

１
〜
２
回
」（
２２
・
４
％
）、

「
毎
日
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
毎

日
」（
２６
・
９
％
）
。
一
方
で

「
全
く
な
い
」
は
１７
・
３
％

だ
っ
た
。
何
ら
か
手
伝
っ
た

保
護
者
が
８
割
以
上
、
手
伝

わ
な
か
っ
た
保
護
者
は
２
割

近
く
だ
っ
た
。
こ
の
傾
向
が

中
学
校
で
は
異
な
り
「
全
く

な
い
」
と
回
答
し
た
保
護
者

が
４９
・
７
％
で
半
数
近
く
に

上
っ
た
反
面
で
、「
数
回
」（
３０

・
７
％
）、「
週
に
１
〜
２
回
」

（
１１
・
９
％
）、「
毎
日
ま
た
は

ほ
と
ん
ど
毎
日
」
（
６
・
４

％
）
な
ど
、
勉
強
を
手
伝
っ

た
保
護
者
は
５
割
に
満
た
な

か
っ
た
。

保
護
者
が
「
学
校
の
教
材

と
は
別
の
学
習
教
材
を
探
す

の
を
手
伝
っ
た
」
と
い
う
設

問
で
は
、
「
全
く
な
い
」
と

「
手
伝
っ
た
」
の
回
答
が
小

・
中
学
校
共
に
分
か
れ
た
。

小
学
校
で
は
「
数
回
」（
３０
・

３
％
）、「
週
に
１
〜
２
回
」

（
１６
・
１
％
）、「
毎
日
ま
た
は

ほ
と
ん
ど
毎
日
」
（
１７
・
０

％
）
を
合
わ
せ
る
と
「
手
伝

っ
た
」
が
６
割
以
上
だ
が
、

「
全
く
な
い
」（
３５
・
３
％
）も

３
分
の
１
以
上
に
上
っ
た
。

さ
ら
に
中
学
校
で
は
「
全
く

な
い
」
が
４９
・
２
％
で
半
数

近
く
。「
数
回
」（
３２
・
９
％
）、

「
週
に
１
〜
２
回
」
（
１０
・

３
％
）
、「
毎
日
ま
た
は
ほ
と

ん
ど
毎
日
」
（
６
・
１
％
）

を
合
わ
せ
「
手
伝
っ
た
」
は

４９
・
３
％
。
「
全
く
な
い
」

と
「
手
伝
っ
た
」
が
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
２
分
さ
れ
た
。

休
業
期
間
以
降
、
新
た
に

子
供
を
学
習
塾
や
習
い
事
に

通
わ
せ
た
小
学
校
の
保
護
者

は
１２
・
８
％
、
中
学
校
は
１６

・
１
％
だ
っ
た
。
通
塾
の
小

学
校
の
内
訳
は
「
学
習
塾
」

が
７
・
６
％
、「
習
い
事
」
が

４
・
０
％
、「
学
習
塾
と
習
い

事
の
両
方
」
が
１
・
２
％
。

中
学
校
で
は
ほ
と
ん
ど
が

「
学
習
塾
」
で
１４
・
１
％
、

「
習
い
事
」
が
１
・
２
％
、

「
学
習
塾
と
習
い
事
の
両

方
」
が
０
・
８
％
だ
っ
た
。

宿
題
や
学
習
教
材
へ
の
関

り
や
新
た
な
通
塾
の
度
合
い

な
ど
、
休
業
期
間
中
の
保
護

者
の
対
応
な
ど
の
家
庭
状
況

に
相
違
が
大
き
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
省

は
こ
の
結
果
を
も
と
に
社
会

経
済
的
背
景
や
学
習
環
境
に

よ
る
学
力
と
の
関
係
を
、
さ

ら
に
追
跡
分
析
を
行
う
予
定

だ
と
い
う
。

先
ご
ろ
文
部
科
学
省
は
新

た
な
流
行
の
様
相
を
見
せ
て

い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
各
学

校
の
新
学
期
の
開
始
時
期
に

合
わ
せ
て
「
学
校
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
『
学
校
の
新
し
い
生

活
様
式
』
」
（
学
校
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
改
訂

し
、
同
Ｖ
ｅ
ｒ
・
８
を
公
表

し
た
。
児
童
生
徒
の
感
染
者

数
の
増
加
が
大
き
く
、
小
学

校
の
校
内
感
染
は
同
一
ク
ラ

ス
、
中
高
校
は
同
一
部
活
動

の
割
合
が
大
き
い
な
ど
の
特

色
を
反
映
し
て
い
る
。

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
ギ
リ
ア

ド
・
サ
イ
エ
ン
シ
ズ
㈱
は
４

月
か
ら
、
子
供
た
ち
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

正
し
い
知
識
を
学
ん
で
行
動

で
き
る
こ
と
を
目
的
に
し
た

啓
発
冊
子
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
っ
て
な
ん
だ
？
」
を

作
成
し
、
小
学
校
を
中
心
に

無
料
で
配
布
を
は
じ
め
た
。

ま
た
同
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
だ
。

https://www.gilea
d.co.jp/ja-jp/our-purp

ose/partnerships-and-
community/

小
中
学
生
向
け
副
教
材

で
、
子
供
た
ち
が
親
し
み
や

す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
共
に

「
そ
も
そ
も
ウ
イ
ル
ス
っ
て

何
？
」
か
ら
は
じ
ま
る
疑
問

や
発
見
の
学
び
を
深
め
て
い

く
。
学
ん
だ
知
識
で
迷
路
に

挑
む
「
お
さ
ら
い
」
コ
ー
ナ

ー
も
あ
る
。
監
修
は
大
阪
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
・

医
学
部
感
染
制
御
学
教
授
の

忽
那
賢
志
氏
。
「
子
供
た
ち

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、
大
切
な
人
の
命
を
守

る
行
動
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

冊
子
は
２０
万
部
発
行
。
全

国
小
学
校
に
希
望
部
数
を
配

布
。
申
込
み
は
予
定
部
数
に

達
し
た
ら
終
了
。
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
っ
て
な
ん
だ

？
」
発
送
事
務
局
＝
０
４
６

・
２
５
８
・
９
７
７
４
（
５

月
２０
日
ま
で
）

冊子の表面から

全
国
養
護
教
諭
連
絡
協
議

会
は
第
２４
回
研
修
会
を
Ｗ
ｅ

ｂ
開
催
（
動
画
配
信
８
月
か

ら
）
す
る
に
あ
た
り
、
６
月

２２
日
か
ら
７
月
１５
日
の
期
間

で
参
加
募
集
の
受
付
を
開
始

す
る
。
参
加
費
５
０
０
０
円

（
４
講
演
一
括
）
。

動
画
配
信
は
８
月
８
日
か

ら
９
月
５
日
で
、
期
間
中
は

４
つ
の
講
演
を
講
演
ご
と
に

い
つ
で
も
視
聴
で
き
る
が
、

視
聴
は
１
回
ま
で
。

各
講
演
１
２
０
分
（
約
６０

分
を
２
分
割
）
で
合
計
４
８

０
分
。
内
容
は
次
の
通
り
。

▼
「
子
ど
も
た
ち
と
生
命

倫
理
に
つ
い
て
考
え
る
―
海

外
渡
航
移
植
と
国
内
臓
器
提

供
―
」
「
小
児
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
こ
れ
ま

で
と
こ
れ
か
ら
」
＝
富
山
大

学
学
術
研
究
部
医
学
系
小
児

科
学
講
師
・
種
市
尋
宙
氏

▼
「
身
近
な
解
剖
学
―
か

ら
だ
の
仕
組
み
を
楽
し
く
学

ぼ
う
―
」
＝
文
京
学
院
大
学

保
健
医
療
技
術
学
部
教
授
・

樋
口
桂
氏

▼
「
対
応
が
難
し
い
保
護

者
へ
の
理
解
と
対
応
―
ア
ン

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
用

―
」
＝
早
稲
田
大
学
教
育
学

部
教
授
・
本
田
恵
子
氏

▼
「
救
急
医
か
ら
伝
え
る

救
急
処
置
の
コ
ツ
と
、
学
校

に
お
け
る
緊
急
対
応
計
画

（
Ｅ
ｍ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
Ａ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）の

策
定
」
＝
千
葉
市
立
海
浜
病

院
救
急
科
主
任
医
長

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ち
ば
救
命
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

普
及
研
究
会
理
事
長
・
本
間

洋
輔
氏

申
込
み
は
同
協
議
会
Ｈ
Ｐ

内
「
第
２４
回
研
修
会
申
込
フ

ォ
ー
ム
」
か
ら
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
る
学
校
の
臨

時
休
業
等
で
、
２
０
２
０
年

は
学
校
給
食
実
施
の
う
え
で

影
響
が
み
ら
れ
た
中
、
冷
凍

食
品
使
用
量
の
増
減
の
大
き

な
変
化
は
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
が
、
（
一
社
）
日
本
冷
凍

食
品
協
会
が
先
ご
ろ
公
表
し

た
実
態
調
査
で
明
ら
か
に
な

っ
た
。
使
用
量
が
増
え
た
主

な
も
の
は
畜
産
品
、
菓
子

類
、
フ
ラ
イ
・
揚
物
類
な

ど
、
減
っ
た
の
は
米
飯
、
麺

類
、
水
産
品
な
ど
だ
っ
た
。

全
国
の
教
育
委
員
会
か
ら

抽
出
し
た
５
０
０
サ
ン
プ
ル

を
対
象
に
昨
年
１１
月
ア
ン
ケ

ー
ト
方
式
で
実
施
。
有
効
回

答
１
２
７
サ
ン
プ
ル
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
、
品

目
別
冷
凍
食
品
使
用
量
の
増

減
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
、

「
米
飯
」
を
除
い
て
他
は
す

べ
て
「
変
わ
ら
な
い
」
と
す

る
回
答
が
５
割
前
後
。
「
増

え
た
」
と
回
答
し
た
品
目
は

「
畜
産
品
」
「
菓
子
類
」

「
フ
ラ
イ
・
揚
物
類
」
が
２

割
以
上
、
「
そ
の
他
調
理
食

品
」
が
２
割
近
か
っ
た
。

「
減
っ
た
」
と
回
答
し
た
品

目
で
は
「
米
飯
」
が
６
割
近

く
。
他
の
各
品
目
で
も
３
割

近
か
っ
た
。

「
増
え
た
」理
由
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
素
材
系
が
「
コ

ロ
ナ
関
連
の
給
食
中
止
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
使
用
食
材

を
変
更
し
た
た
め
」
、
「
フ

ラ
イ
・
揚
物
類
」
「
そ
の
他

調
理
食
品
」
で
は
「
調
理
時

間
の
短
縮
」
「
作
業
時
間
を

減
ら
す
た
め
」
な
ど
調
理
の

簡
便
性
か
ら
に
よ
る
も
の
。

「
減
っ
た
」
理
由
で
は
「
提

供
数
が
減
っ
た
」
、
「
メ
ニ

ュ
ー
変
更
」
、
「
メ
ニ
ュ
ー

数
が
減
っ
た
」
な
ど
が
多
か

っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
が

２
０
１
８
年
に
策

定
し
た
「
部
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
、
運
動
部
の
学

期
中
の
活
動
は
平

日
週
１
日
、
土
日
の
ど
ち
ら

か
１
日
、
週
２
日
以
上
の
休

養
日
を
設
け
る
よ
う
明
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
は
根
拠
が

あ
る
▼
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

医
学
で
は
常
識
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
考
え
方
で
は
、
根
性

論
で
筋
肉
を
傷
め
つ
け
る
よ

う
な
練
習
方
法
は
む
し
ろ
逆

効
。
個
人
差
は
あ
る
が
痛
ん

だ
筋
肉
の
回
復
に
必
要
な
時

間
は
４８
〜
７２
時
間
と
さ
れ
る

▼
『
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
』
シ

リ
ー
ズ
で
は
魔
法
学
校
で
の

学
園
生
活
が
描
か
れ
、
全
寮

制
度
や
規
律
と
い
っ
た
伝
統

的
な
英
国
流
の
価
値
観
が
興

味
深
い
。
教
師
が
種
々
の
罰

則
を
与
え
る
点
は
、
現
在
な

ら
体
罰
や
パ
ワ
ハ
ラ
だ
と
さ

れ
そ
う
な
場
面
も
あ
る
▼
罰

則
に
、
居
残
り
で
書
き
取
り

を
さ
せ
る
の
は
可
。
こ
れ
を

深
夜
ま
で
課
す
の
は
体
罰
。

倉
庫
の
整
理
を
指
示
す
る
の

は
可
。
過
度
な
指
示
で
、
生

徒
が
参
加
し
た
か
っ
た
ゲ
ー

ム
に
行
け
な
く
す
る
の
は
パ

ワ
ハ
ラ
。
指
導
か
体
罰
・
パ

ワ
ハ
ラ
か
、
線
引
き
が
難
し

い
。
ま
ず
は
指
導
の
�
見
え

る
化
�
か
ら
。

【増加したメニュー】
盛り付けに手間のかからない料理
地産地消メニュー
デザート類
カレー・丼物
煮物・炒め物
パンメニュー
魚を使用したメニュー
具だくさん汁物スープ

【減少したメニュー】
カット果実
セルフサンド
セルフバーガー
パンメニュー
和え物
行事メニュー
１人分量で配るメニュー
数の調整が難しいメニュー
手巻き寿司
混ぜご飯
素手で食べるもの
冷やしうどん、冷やし中華
配膳を伴うものは一度に３品以下

●●●●●●●●●
●●●●●●●●●

紙 面 案 内

新春特別号

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

教職員のメンタルヘルス 第８４回…１面
学校給食は食育の教材 第７７回…８面

春の学校図書館特集……………………２・３面
恒例の学校図書館特集では、「情報活用能

力」の育成について、今回は情報の「科学的な
理解」に焦点をあてた。「問題解決学習として
取り組むことが必要」と語る信州大学教授・村
松浩幸氏に、中学・情報やその他の指導実践に
ついて聞いた。

学校保健・学校安全…………………………４面
健診等で見落とされがちな子供の希少疾患は
早期の発見がその後の生活改善につながる。専
門医の千葉医師はセミナーで「日常から多くの
子供と接する学校の教員こそ、疾患の発見と保
護者への伝達」として期待すると呼びかける。

学校施設・設備………………………………５面
「令和の日本型学校教育」を実現する学校施
設・設備の姿は、一斉・画一など従来の発想を
大きく転換する必要があることを、文科省の有
識者会議が最終報告にまとめた。

教育旅行・ＳＤＧｓ……………………６・７面
海外への興味や交流の素晴らしさを、若者に
伝える官民連携事業�トビタテ！留学ＪＡＰＡ
Ｎ�ではゲストｋｅｍｉｏ氏から１８歳成人にエ
ールが送られた。

食育・学校給食………………………………８面
農水省がはじめて小学生向けに作成した食育
教材「わたしたちと『和食』」が完成。モデル
授業では、「和食へのイメージが変わった」な
ど子供たち声が寄せられた。

第３月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

卯月・陰月・建巳月

月曜日
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■Twitter
@kyoikukatei
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子
供
に
正
し
い
知
識
と
行
動
を

子
供
に
正
し
い
知
識
と
行
動
を

COVID―19

コ
ロ
ナ
禍
学
力
は
前
回
と
同
じ

コ
ロ
ナ
禍
学
力
は
前
回
と
同
じ

ギ
リ
ア
ド
が
小
学
校
に
冊
子
配
布

文
科
省
経
年
変
化
分
析
調
査
か
ら

家
庭
の
学
習
支
援
に
相
違
も

コロナ禍で冷食
学校給食での使用量は
フライ・デザート類増加

日本冷凍食品協会調査

教
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第８４回

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

教
職
員
の
教
職
員
の

（１） ２０２２年（令和４年）４月１８日（月曜日）

全
養
連

研
修
会

８
月
８
日
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

管
理
職
は
コ
ー
チ
的
な
存
在
に
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